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研究開発の成果

平成２８年度採択 『航空機繊維強化樹脂材料の高効率曲面仕上げを可能とするフレキシブルメタルシートの実用化開発』
(株)オリエント（広島県) 主たる技術：ヤスリ

航空機用繊維強化樹脂部材（アラミド繊維、CFRP)の自由曲面表面を仕上げ加工するやすりにおいて、これまでには
ない研削能力が高く、高効率仕上げ加工を可能とする、高耐久性で長寿命なフレキシブルメタルシート開発。
目標：切削能力は既存紙やすりの3倍、切削精度は1μm、耐摩耗性、耐久性は既存紙やすりの15倍

■フレキシブルメタルシート目立て刃形の高度化
・フレキシブルメタルシート加工専用で、数値制御の目立て加工機を新たに開発した。
・航空機用部材であるアラミド繊維に対し、切削性能及び耐久性が高い目当て刃形状を開発した。
■フレキシブルメタルシートへの砥粒の強固な付着を実現する高機能CNT複合メッキ技術の高度化
・ シートへのCNTを複合した無電解Ni-Pメッキにおいて、メッキ液中でCNTが3カ月以上安定して分散
状態を維持できる調製法を確立した。
・航空機用部材であるCFRPの研削用シートに、切削性能及び耐久性を向上させるためのダイヤモンド
砥粒とCNTを複合した無電解Ni-Pメッキ処理を行う最適条件を確立した。

■フレキシブルメタルシートの機械的特性の品質基準の構築
・目立て刃及びメッキ処理後の断面形状および硬度を評価し、加工品質基準を明確にした。
・シートの柔軟性評価方法を決定し、シートの弾性限界の曲率半径は73㎜にあることを確認した。
・シートの性能の品質基準を構築するため、アラミド繊維、CFRに対する耐摩耗性評価方法を決定し確認した。
結果、紙やすりと比較して、切削量は2～4倍、切削精度は2～3μm、耐久性は15倍以上であった。
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